
平成 31年３月 

静岡県立川根高等学校部活動ガイドライン 

 

１ 部活動における本校の教育目標の位置付け 

(1) 教育目標 

校訓「自省」「創造」「果断」の精神に則り、生徒一人一人の確かな学力、豊かな 

感性、健やかな心身を育成するとともに、生徒・保護者・地域にとって安心安全な

学校づくりを目指す。 

(2) 目標具現化の柱 

健やかな心身と豊かな感性の育成 

 

２ 部活動検討委員会 

(1) 役割 

学校全体で部活動を管理、運営していくために部活動検討委員会を設置し、部活動に 

関わる諸問題に対応できる体制を構築する。 

(2) 構成 

教頭、生徒課長、各部活動顧問 

 

３ 部活動の活動時間 

原則として、「静岡県部活動ガイドライン」同様の活動時間とするが、各部活動の

公式戦等の日程を考慮する。 

  平日は、大井川鐵道の最終電車（20：31）に間に合うように終了する。 

休日に終日行う場合は、途中昼食時間や休憩時間を十分に取る。 

 

４ 部活動の休養日 

週に２日以上の休養日を取ることを心掛ける。 

  ハイシーズンに多めに活動した場合は、オフシーズンや定期テスト期間中に休養日を

設けて調整する。 

 

５ 成果目標 

生徒アンケートで「部活動に積極的に参加した」と応える生徒の割合が 90％以上。 

 

６ 部活動の活動計画表等の作成及び公表 

年間活動計画、月別活動計画を作成し、生徒に配布するとともに、学校ホームページに

掲載する。 


